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トンボ池は浅水開放水面 6 面（A：90.3m2，B：27.4 m2，C：
37 m2，D：13.8 m2，E：39.7 m2，F：179 m2）と湿地様















調査者は同一人物で，共同研究者は年によって 1 ～ 10
名程度の範囲である。トンボ類は 5 月～ 10 月に成虫を， 










　孟子不動谷では，1998 年から 2015 年の 18 年間に 9
科 65 種のトンボの生息を確認した。確認した種は，カ
ワトンボ科 4 種，アオイトトンボ科 4 種，モノサシトン
ボ科 1 種，イトトンボ科 8 種，ヤンマ科 11 種，サナエ
トンボ科 9 種，オニヤンマ科 1 種，エゾトンボ科 6 種，
トンボ科 21 種に分類された（表 1，図 3）。
　次に，1998 年から 2015 年の調査期間に確認できたト
ンボ種数の経年変化をみると，年別の確認種数は，2002






絶滅危惧Ⅱ類のハネビロエゾトンボ Somatochlora clavata 
OGUMA，ナニワトンボ Sympetrum gracile OGUMA，準絶
滅危惧のベニイトトンボ Ceriagrion nipponicum ASAHINA，
アオヤンマ Aeschnophlebia longistigma SELYS，ネアカヨ
シ ヤ ン マ A. anisoptera SELYS， タ ベ サ ナ エ Trigomphus 
図 2　孟子不動谷に造成された小規模なトンボ池（A ～ F は浅水開放水面池，G・H は湿地タイプ池）
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表 1　 孟子不動谷で 1998 年から 2015 年に確認されたトンボ種の一覧
citimus tabei ASAHINA， フ タ ス ジ サ ナ エ T.  interruptus 





危惧のニホンカワトンボ Mnais costalis SEYLS，オツネン
トンボ Sympecma paedisca （BRAUER），ベニイトトンボ，
オオイトトンボ Cercion sieboldii （SELYS），オオルリボシ
ヤンマ Aeshna crenata HAGEN，フタスジサナエ，オグマ
サナエ，エゾトンボ Somatochlora viridiaenea viridiaenea 
UHLER，ハネビロエゾトンボ，トラフトンボ Epitheca 
科名 種名 学　　名 全国RDB
和歌山
RDB 1998 1999 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
カワトンボ ミヤマカワトンボ Calopteryx cornelia SELYS ○ ○
ハグロトンボ Calopteryx atrata SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アサヒナカワトンボ Mnais pruinosa SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ニホンカワトンボ Mnais costalis SELYS NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオイトトンボ アオイトトンボ Lestes sponsa （HANSEMANN） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオアオイトトンボ Lestes temporalis SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オツネントンボ Sympecma paedisca  （BRAUER） NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソミオツネントンボ Indolestes peregrinus （RIS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モノサシトンボ モノサシトンボ Copera annulata （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イトトンボ キイトトンボ Ceriagrion melanurum SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ベニイトトンボ Ceriagrion nipponicum ASAHINA NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホソミイトトンボ Aciagrion migratum （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○
アジアイトトンボ Ischnura asiatica BRAUER ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロイトトンボ Cercion calamorum calamorum （RIS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
セスジイトトンボ Paracercion  hieroglyphicum （BRAUER） ○ ○ ○
オオイトトンボ Cercion  sieboldii （SELYS） ○ ○
ヤンマ サラサヤンマ Sarasaechna pryeri （MARTIN） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コシボソヤンマ Boyeria maclachlani SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミルンヤンマ Planaeschna milnei （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオヤンマ Aeschnophlebia longistigma SELYS NT CR+EN ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネアカヨシヤンマ Aeschnophlebia anisoptera SELYS NT VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カトリヤンマ Gynacantha japonica BARTENEF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオルリボシヤンマ Aeshna crenata HAGEN NT ○ ○ ○ ○ ○
マルタンヤンマ Anaciaeschna martini （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロスジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus OGUMA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ギンヤンマ　　 Anax parthenope julius BRAUER ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオギンヤンマ Anax guttatus （BURMEISTER） ○ ○
サナエトンボ ヤマサナエ Asiagomphus melaenops （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オジロサナエ Stylogomphus suzukii （OGUMA ） ○ ○ ○ ○ ○ ○
オナガサナエ Melligomphus viridicostus （OGUMA ） ○ ○
タベサナエ Trigomphus citimus tabei ASAHINA NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オグマサナエ Trigomphus ogumai ASAHINA NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フタスジサナエ Trigomphus interruptus （SELYS） NT NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コオニヤンマ Sieboldius albardae SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウチワヤンマ Sinictinogomphus clavatus （FABRICIUS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タイワンウチワヤンマ Ictinogomphus pertinax （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オニヤンマ オニヤンマ Anotogaster sieboldii （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾトンボ トラフトンボ Epitheca marginata （SELYS） NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エゾトンボ Somatochlora viridiaenea viridiaenea UHLER NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハネビロエゾトンボ Somatochlora clavata OGUMA  VU NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
タカネトンボ Somatochlora uchidai FORSTER ○
コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオヤマトンボ Epophthalmia elegans （BRAUER） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トンボ ハラビロトンボ Lyriothemis pachygastra （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シオヤトンボ Orthetrum japonicum japonicum （UHLER） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シオカラトンボ Orthetrum albistyrum speciosum （UHLER） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオシオカラトンボ Orthetrum triangulare melania （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨツボシトンボ Libellula quadrimaculata asahinai SCHMIDT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ショウジョウトンボ Crocothemis servilia mariannae KIAUTA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナツアカネ Sympetrum darwinianum （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アキアカネ Sympetrum frequens （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マユタテアカネ Sympetrum eroticum eroticum （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マイコアカネ Sympetrum kunckeli （SELYS） NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメアカネ Sympetrum parvulum （BARTENEF） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
リスアカネ Sympetrum risi risi BARTENEF ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ノシメアカネ Sympetrum infuscatum （SELYS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コノシメトンボ Sympetrum baccha matutinum RIS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナニワトンボ Sympetrum gracile OGUMA VU NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ネキトンボ Sympetrum speciosum speciosum OGUMA  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キトンボ Sympetrum croceolum （SELYS） NT ○ ○
コシアキトンボ Pseudothemis zonata （BURMEISTER） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハネビロトンボ Tramea virginia （RAMBUR） ○ ○ ○ ○ ○ ○
チョウトンボ Rhyothemis fuliginosa SELYS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウスバキトンボ Pantala flavescens （FABRICIUS） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
合　　計 25 43 57 50 51 53 49 50 51 49 47 51 45 44 46 49
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marginata （SELYS）， マ イ コ ア カ ネ Sympetrum kunckeli 
（SELYS），ナニワトンボ，キトンボ S.  croceolum （SELYS）




図 3　孟子不動谷における 1998 年から 2015 年の確認トンボ種数の変化
図 4　孟子不動谷で確認された希少種トンボ（いずれも有本智による撮影）
　　　 Ａ．ニホンカワトンボ Mnais costalis SELYS，Ｂ．ベニイトトンボ Ceriagrion nipponicum ASAHINA，Ｃ．アオヤ
ンマ Aeschnophlebia longistigma SELYS，Ｄ．タベサナエ Trigomphus citimus tabei ASAHINA，Ｅ．フタスジサナ
エ Trigomphus interruptus （SELYS），Ｆ．オグマサナエ Trigomphus ogumai ASAHINA，Ｇ．ハネビロエゾトンボ 






















ボ Indolestes peregrinus（RIS），モノサシトンボ Copera 
annulata（SELYS）， ク ロ イ ト ト ン ボ Cercion calamorum 
calamorum（RIS）， ミ ル ン ヤ ン マ Planaeschna milnei
（SELYS），カトリヤンマ Gynacantha japonica BARTENEFF，
ヤブヤンマ Polycanthagyna melanictera（SELYS），クロス
ジギンヤンマ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus OGUMA，
ギンヤンマ A.  parthenope julius（BRAUER），オニヤン
マ Anotogaster sieboldii（SELYS），タイワンウチワヤンマ
Ictinogomphus pertinax（SELYS），シオカラトンボ Orthet-
rum albistyrum speciosum （UHLER），オオシオカラトンボ
Orthetrum triangulare melania（SELYS），ショウジョウト
ンボ Crocothemis servilia mariannae KIAUTA，アキアカネ
Sympetrum frequens（SELYS），マユタテアカネ S. eroticum 
eroticum（SELYS），ヒメアカネ S. parvulum（BARTENEF），
リスアカネ S. risi risi BARTENEF，ナニワトンボ，ネキ
ト ン ボ S. speciosum speciosum OGUMA， コ シ ア キ ト ン
ボ Pseudothemis zonata（BURMEISTER），ウスバキトンボ
Pantara flavescens （FABRICIUS），チョウトンボ Rhyothemis 
fuliginosa SELYS があげられた。
　当初出現種・非定着型としてはセスジイトトンボ Cer-
cion hieroglyphicum（BRAUER）， ナ ツ ア カ ネ Sympetrum 
darwinianum（SELYS），コノシメトンボ S. baccha matuti-
num（RIS）があげられた。
　次に，造成後出現種・定着型としては，ハグロトン
ボ Calopteryx atrata SELYS，アサヒナカワトンボ Mnais 
pruinosa SELYS，ニホンカワトンボ，オオアオイトト
ン ボ Lestes temporalis SELYS, キ イ ト ト ン ボ Ceriagrion 
melanurum SELYS，ベニイトトンボ，アジアイトトン
ボ Ischnura asiatica BRAUER，サラサヤンマ Sarasaeschna 
pryeri（MARTIN），コシボソヤンマ Boyeria maclachlani
（SELYS），ネアカヨシヤンマ，アオヤンマ，マルタンヤ
ンマ Anaciaeschna martini（SELYS），ヤマサナエ Asiagom-
phus melaenops（SELYS）， タ ベ サ ナ エ， オ グ マ サ ナ
エ，フタスジサナエ，コオニヤンマ Sieboldius albardae 
SELYS， ウ チ ワ ヤ ン マ Sinictinogomphus clavatus （FABRI-
CIUS），トラフトンボ，エゾトンボ，ハネビロエゾトンボ，
コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena SELYS，オ
オヤマトンボ Epophthalmia elegans （BRAUER），ハラビロ
トンボ Lyriothemis pachygastra（SELYS），シオヤトンボ
Orthetrum japonicum japonicum （UHLER）があげられた。




トンボ Calopteryx cornelia SELYS，オツネントンボ，アオ
イトトンボ Lestes sponsa（HANSEMANN），ホソミイトト
ンボ Aciagrion migratum（SELYS），オオイトトンボ，オ
オルリボシヤンマ，オオギンヤンマ Anax guttatus （BUR-
MEISTER），オジロサナエ Stylogomphus suzukii （OGUMA），
オナガサナエ Melligomphus viridicostus （OGUMA），タカ
ネトンボ Somatochlora uchidai FORSTER，ヨツボシトンボ










































に選好環境であるヨシ Phragmites australis（CAV.）TRIN. 






おいて 1998 年から 2015 年の間に確認されたトンボ相の
変化を整理すると，以下のようにまとめられた。














図 5　 孟子不動谷における 1998 年から 2015 年に確認され
たトンボ種の成虫（上図）と幼虫（下図）の主な選
好環境別の種数の変化
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